
令和５年度第１回総合教育会議 次第

日時：令和５年８月17日(木)

午後４時～

場所：福祉会館２階201号室

１ 議 題

⑴ 校内フリースクールＦ組の成果を踏まえた、小学校における未然防止策について 

資料１

 ⑵ 岡崎市立中学校地域ブロック部活動の進め方「３段階プラン」（岡崎モデル）について  

資料２

２ そ の 他

⑴  小中学校への電子黒板の導入の現状と今後について 資料３ 

⑵  スクールソーシャルワーカーの中学校区での拠点校型配置について 資料４ 
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校内フリースクールＦ組の成果を踏まえた、小学校における未然防止策について

１ Ｆ組の現状
〇校内フリースクール設置校数の推移
令和２年度：３校 令和３年度：８校 令和４年度：１４校 令和５年度：２０校
※本年度全中学校設置完了

２ Ｆ組設置の成果
〇初期対応、自立支援における成果
・現在、市内全中学校のＦ組を活用している生徒は、約３００名。
・生徒一人一人により状況は違うものの、Ｆ組があることで学校に登校できる生徒がい
る。

・Ｆ組に通う生徒にとって確かな「居場所」ができ、安心して楽しく学校生活を送るこ
とができる生徒が増えた。

・学校の核となる指導力のある教員を担任とし、加えてフリースクール支援員の常駐
とすることで、「心理的安全性」が生まれ、目標をもって生き生きと学校生活を送る
生徒が増えた。

・卒業後、次のステージで活躍する生徒の姿があり、社会的自立に向けて重要な学級
となっている。

〇未然防止における成果
・Ｆ組の理念が職員全体へ浸透し、学校全体で温かく子供を見守れるようになってきて

いる。
・生徒の変容につながる支援のあり方を間近で見ることによる教員の意識改革

→通常学級での支援のあり方の変化 →「新たな一人を生まない」学校・学級
〇長期欠席者の新規発生率の抑制
・全国的に見て、長期欠席者が急増している中、本市は増加率の抑制が図られている。
※継続数（前年度も長期欠席者）は一定数いることから、新規長期欠席者の抑制が、
全体の長期欠席者の抑制へとつながる。

３ 小学校への長期欠席者増加への対応の必要性について
〇背景
＜国の状況・通知等から＞
・全国的に見て、小学校長期欠席者増加率＞中学校長期欠席者増加率。小学校の増加率
が懸念されるとともに、小学校の増加率の抑制が、中学校の増加率抑制にもつながる。

・令和５年３月３１日発出の文部科学省初等中等教育局長通知「誰一人取り残されない
学びの保障に向けた不登校対策について（通知）」において、校内教育支援センター
の設置について触れられており、「学校内に、落ち着いた空間の中で自分にあったペ
ースで学習・生活できる環境があれば、学習の遅れやそれに基づく不安も解消され、
早期に学習や進学に関する意欲を回復しやすい効果が期待される」とある。

＜保護者からの要望等＞
・小学校の保護者からの要望。
・議会において、小学校への拡充を求める要望。（令和４年１２月定例議会での質疑）
＜独自に校内フリースクールを設置した小学校の成果＞
・子供と保護者の声

＜子供＞「今までは学校に来ることができなかったけど、学校に来れるようになっ
た」

＜保護者＞「教室に入って椅子に座っている姿を見られるなんて、本当に久しぶりで、
うれしく思っています。」

４ 今後の展望
・小学校大規模校を中心として、長期欠席者出現率等を考慮し設置を検討したい
・当面の予定：令和６年度４校 令和７年度３校

Administrator
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資料２－１－１

岡崎市立中学校地域ブロック部活動の進め方「３段階プラン」（岡崎モデル）

について

岡崎市教育委員会

これまで半世紀を超えて教師が献身的に取り組んできた部活動は、大きな教育的役割を

果たしてきた。日本の貴重なインフラともいえる部活動、そして、岡崎市の中学生１１，

０００人が関わる部活動を地域移行することは、大変な困難が予想される。

そこで、本市では、中学校における部活動の地域移行として、近隣の学校を同じブロッ

クとして市内８つのブロック（資料２-２）に分け、中学校ごとの部活動をブロック単位で

行う地域ブロック部活動を、岡崎モデル「３段階プラン」として、以下のように進めてい

くことにした。

１ 地域ブロック部活動の目的

岡崎の子供たちが、将来にわたり、スポーツや文化芸術活動に主体的に関わることがで

きるよう、現在ある部活動を持続発展可能な形にする。その中核となる地域ブロック部活

動は、本市が大切にしてきた教育としての部活動の特性を生かす形にすることで、子供の

健全育成を図ることを目的とする。

２ 地域ブロック部活動の最終形

・運営主体として、地域ブロック部活動運営本部（仮称）を設置し、産学官民共同で運営

していくものとする。

・令和１１年度には完全に学校管理下外の活動とし、兼職兼業による教員の参加も可能と

する。

・令和７年度の新チームからは、在籍校にある部活動だけでなく、岡崎市内の中学校に現

存するすべての部活動に参加することが可能となる。

・参加する子供は、学校終業後一度帰宅し、各活動場所（学校及び公共施設）へ移動する。

その際の移動方法は徒歩や自転車、公共交通機関、保護者の送迎となる。

・活動は、最大で１週間のうち平日は２日、２時間までとする。休日は、土日のどちらか

で３時間までとする。

３ 地域ブロック部活動のメリット

・岡崎市内の中学校に現存するすべての部活動への参加が可能となるため、子供は幅広く

スポーツや文化芸術活動に親しむことができる。

・市内の様々な方が関わることで、市をあげて子供を育成することができる。

・企業と連携することにより、専門的な指導をトップアスリートから直接受けることが可

能となる。

・公共施設や学校施設を効果的に利活用することにより、これまでよりも恵まれた環境の

下で活動することができる。



４ 地域ブロック部活動「３段階プラン」について

①子供の地域移行（令和５年度～７年度）

・比較的設置数の少ない部活動から段階的に地域ブロック部活動へ移行する。

・ブロック内に設置されている部活動から選択して入部することができる。

②活動の地域移行（令和８年度～１０年度）

・活動の拠点を、小中学校だけでなく、公共施設も利用できるようにする。

・基本的には学校管理下での活動とするが、一部の部活動を学校管理下外で行えるよ

うに様々な条件整備を推進する。

・条件整備ができたところから、順次実施をしていく。

③運営の地域移行（令和１１年度～）

・運営主体を学校から地域へ移行することを考え、活動時間を夜型にしていきたい。

・部員や指導者の減少に伴い、ブロック割の数を減らしていく。

・条件整備ができたところから、順次実施をしていく。
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２
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⼦
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⽂
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⾏
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⽔
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⾏
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資料２－２

岡崎市立中学校地域ブロック部活動の形について

１ 地域ブロック部活動の全体図

２ 地域ブロック部活動のブロック割

・市内20校を８ブロックに分ける。

・４ブロックに分ける場合は、同じ色の数字ブロック同士が結合する。

・２ブロックに分ける場合は、赤青の太線の枠内のブロックが結合する。

・１ブロックの場合は、市内全中学校を対象とする。

３ 部活動ごとのブロック割について

ブロック割 部活動名

８ブロック
ソフトテニス、陸上、サッカー、剣道、野球（男）

バスケットボール、バレーボール、卓球

４ブロック ハンドボール（男）、ソフトボール（女）、吹奏楽

２ブロック 柔道（男）、オーケストラ、合唱

１ブロック アーチェリー、弓道、柔道（女）、ハンドボール（女）
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小中学校への電子黒板の導入の現状と今後について

１．現状

① 導入状況

令和４年度：全市立中学校 20校のすべての普通教室に電子黒板を整備完了

令和５年度：全市立小学校 47校の４～６年生のすべての普通教室に電子黒板を整備中

（夏休み中に整備完了予定）

② 活用事例と導入効果

昨年度導入した中学校においては、

・デジタル教科書の利用

・「書き込み」「保存」機能の活用

・プレゼンテーションの支援

・クラウドでの情報共有

・オンラインセミナーの実施

・iPad の画面ミラーリング

など、授業等における電子黒板の活用が進んでいる。

また、昨年度末に学校を抽出して実施したアンケート調査においても、９割以上の生

徒が「授業がわかりやすくなった。」と回答している。

２．今後の展望

現在、小学校においても iPad 等 ICT 機器の授業での活用が定着しており、中学校と同

様の効果が得られると考えられることから、今後小学校１～３年生と、理科室や音楽室等

の特別教室についても電子黒板の導入を進めていきたい。
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電子黒板の日常的な活用で、授業が変わる

具体的な活用例①

デジタル教科書の利用

具体的な活用例④

クラウドでの情報共有

具体的な活用例③

プレゼンテーションの支援

具体的な活用例⑥

iPadの画面ミラーリング
具体的な活用例⑤

オンライン授業

具体的な活用例②

「書き込み」「保存」機能の活用

Webカメラ機能
付き書画カメラ

子供たち１人１人の学びを
様々な知識や情報とつなげる

電子黒板は

「学びのインターフェイス」



スクールソーシャルワーカーの中学校区での拠点校型配置について 

 本年度、岡崎市では、３中学校区（甲山中、北中、六ツ美北中）にスクールソーシャルワー
カー（ＳＳＷ）を拠点校配置している。これまで学校は、子供の非行や長期欠席、家庭での虐
待など課題や問題が表面化してからＳＳＷに相談する派遣型で対応してきたが、拠点校型の配
置とすることで、課題や問題に対しての未然防止、早期対応につなげることができている。 
一方、ＳＳＷへの相談件数は大きく増加しており（R3比 132％）、迅速かつ丁寧な対応を維持

するために増員する必要があると考える。 
 

 

 

【ＳＳＷへの相談件数】 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計 

R3 415 366 469 426 330 465 397 454 370 426 458 398 4974 

R4 395 427 495 522 460 634 640 585 533 557 711 612 6571 
 
【令和４年度の主な相談内容】※１件の相談で課題、問題が複合的になっているケースが多い 

・家庭環境に関すること  ・発達障害等に関すること  ・長期欠席に関すること 
 
 

 
 
昨年度、拠点校型のモデル校として、Ａ中学校にスクールソーシャルワーカーを１名配置した。 
 
＜成果事例①＞ 

ADHDの診断を受けているＢさんについて、中学入学前に保護者を交えてケース会議を実施。 
小学生の時の様子をよく知るＳＳＷより、医療情報を基に本人の特性を理解した接し方や声掛
けを中学校教職員に助言。現在、Ｂさんは落ち着いて生活を送ることができている。 
 
＜成果事例②＞ 
祖母と暮らしているＣさんについて、祖母の支援が必要と判断し、関係機関を交えたケース会
議の開催を提案。会議を通して家庭児童課などが家庭に入って支援を行うことができた。ＳＳ
Ｗは、その後も関係機関と連携をとり、学校や家庭においてＣさんとの関わりを継続している。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 
・中学校区の拠点校型配置の増加 → → → すべての中学校区に配置し、未然防止の強化へ 

・ＳＳＷの増員 → → → 相談件数の増加に伴う増員で、丁寧な対応を維持 

（SSW人数：R3:ﾛﾝｸﾞ 3,ｼｮｰﾄ 4 → R4:ﾛﾝｸﾞ 5,ｼｮｰﾄ 6 → R5:ﾛﾝｸﾞ 8,ｼｮｰﾄ 5 → R6:ﾛﾝｸﾞ 10,ｼｮｰﾄ 5） 

・増員するＳＳＷを管理・監督 → → →管理・監督できる立場の職員を配置 迅速な対応の強化 

・配置形態の研究 → → → 持続可能なよりよい配置形態を研究し、ニーズに合わせた対応 

相談件数の現状 

拠点校型の成果 

～拠点校型配置のＳＳＷ、学校教職員の声～ 
 
・子供の様子を、日常の学校生活から見取ることができる。 
・教職員がＳＳＷに気軽に相談できる環境になった。それにより、早期に対応できるよさが生まれた。 
・中学校区の小学校に勤務することで、心配な子供、保護者を中学入学後も切れ目なく支援できる。ま
た、小中学校で兄弟（姉妹）がそれぞれ在籍している場合でも、実態を早く把握できる。 

・派遣型より迅速に他機関と連携することができる。 

今後の配置計画 
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教師の気づきからSSWへ相談 →SSWの気づきからの支援へ（未然防止の強化）

スクールソーシャルワーカー（SSW）の現状と今後のイメージ

（全員）ショートパート
派遣型（＊常勤換算2.2人）

（一部）ロングパート
派遣型（＊常勤換算：3.9人）

（多数）ロングパート
拠点校型（＊常勤換算：14.7人）

＊【常勤換算】週38.75時間を基準として、 1人が1か月働くと「１人」とする。

一昨年度から（R2,3年度）

虐待、貧困、
ヤングケアラー
教師だけでは把握が
難しいケースがある

これから

オール岡崎で学校を起点とした支援体制の構築

【第１段階】

すべての子供
入学時の適応、学習スキル、
対人関係スキルなど

これまで（R元年度まで）

教師の支援から専門機関による支援 → SSWからつなぐ体制へ（支援の強化）

対応範囲の変化

【第３段階】

特別なニーズのある特定の子供
長期欠席、発達障害、非行、多文化、
虐待、貧困、ヤングケアラーなど

【第２段階】

苦戦している一部の子供
登校しぶり、学習意欲の低下など

現状（R4年度） （半数）ロングパート 増員
派遣型（＊常勤換算：6.2人）

【第３段階】になって初めて
SSWの活動が始まることが多
かったが、令和2年度にSSWの
一部をロングパートとし、さら
に令和4年度にはロングパート
を増員したことで、【第２段
階】の子供たちへの支援機会が
増えつつある。

※SSWの資質や能力を維持するための、よりよい配置形態を研究する。
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